
二
〇
一
三
年
経
済
学
部
の

国
際
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

振
り
返
っ
て
︵
一
︶

︱
︱
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
の
状
況
に
つ
い
て
︱
︱

経
済
学
部

井

内

尚

樹

西

山

賢

一

九
月
一
五
日
～
二
四
日
ま
で
、経
済
学
部
学
生
一
八
名
と
教
員
二
名︵
西

山
、
井
内
︶
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
規
模

が
大
き
い
国
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。

学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
レ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
を
と
り
あ
げ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
の
状
況
を
報
告
す
る
。

現
在
、﹁
脱
原
発
﹂
を
決
め
た
ド
イ
ツ
だ
が
、
原
子
力
発
電
所
は
稼
動
し

て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
原
子
力
発
電
の
依
存
度
が
ゼ
ロ
の
国
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
経
済
成
長
で
、
原
子
力
発
電

が
計
画
さ
れ
、
発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
に
原
子
力
発
電
所

一
号
機
の
稼
働
を
め
ぐ
っ
て
、
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
結
果
、
僅
差

の
五
〇
・
四
七
％
の
反
対
が
あ
り
、原
子
力
発
電
所
の
稼
働
が
中
止
と
な
っ

た
。
翌
年
の
七
九

年
に
、
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
の
原
子
力

発
電
所
事
故
が
あ

り
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
民
に
と
っ

て
、�
原
子
力
発

電
の
中
止
は
賢
明

な
選
択
だ
っ
た
�

と
な
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

は
、
原
子
力
発
電

所
は
あ
る
が
、
一

度
も
、
稼
動
し
た

こ
と
の
な
い
国
で

あ
る
。
二
〇
〇
九

年
の
総
発
電
量
の
内
訳
を
見
る
と
、
水
力
が
六
二
・
三
％
、
火
力
が
三
三
・

九
％
、
風
力
・
太
陽
光
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
二
・
九
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

転
換
期
の
ギ
ッ
シ
ン
グ

は
じ
め
に

Ｅ
Ｅ
Ｅ
︵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
︶
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
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る
ス
ト
レ
ム
村
の
村
長
で
あ
る
ベ
ル
ン
ハ
ー
ド
・
ド
イ
チ
ェ
氏
に
、
ギ
ッ

シ
ン
グ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
し
た
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
に
は
日
本
か
ら
の
訪
問
者
が
多
く
、
多
く
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
係
者
が
こ
の
地
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
、
ギ
ッ
シ
ン

グ
が
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
実

際
、
調
査
し
た
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
手
建
設
企
業
か
ら
、
こ
の
地
域
に

一
億
ユ
ー
ロ
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
話
し
合
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
次
回
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
Ｅ
Ｅ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
に
き
て
も
、
セ

ン
タ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

ギ
ッ
シ
ン
グ
か
ら
ス
ト
レ
ム

村
に
移
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。こ

の
状
況
変
化
は
、
何
な

の
か
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府

は
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
対
し
て
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
支
援

で
あ
る
年
間
六
〇
万
ユ
ー
ロ

の
補
助
金
を
ス
ト
ッ
プ
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
は
﹁
政
治
依
存

か
ら
、
市
場
性
の
あ
る
も
の

へ
の
転
換
﹂
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
以
下
で
、
転
換
期
に

あ
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
を
見
る
こ

と
に
す
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
位
置
か
ら

化
石
燃
料
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
。
現
在
、
使
わ
れ
て
い
る
化
石
燃

料
は
、
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
化
石
燃
料
は
、

地
球
で
何
万
年
も
か
け
て
作
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
が
、
人
間
は
そ
れ
を
一

日
で
使
っ
て
し
ま
う
。
石
油
と
か
天
然
ガ
ス
な
ど
は
、
あ
と
、
何
十
年
し

か
も
た
な
い
だ
ろ
う
。
原
子
力
発
電
も
正
し
い
道
で
は
な
い
と
分
か
っ
て

き
た
。
だ
か
ら
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
二
〇
年
前
か
ら
、
新
し
い
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
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ギ
ッ
シ
ン
グ
の
あ
る
ブ
ル
ケ
ン
ラ
ン
ド
州
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
一
番
小

さ
な
州
で
あ
る
。
こ
の
州
は
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
九
〇
年
前
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
初
め
て
、
ブ
ル
ケ
ン
ラ
ン
ド

州
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
土
で
あ
っ
た
。

以
前
、
こ
の
地
は
、
あ
ま
り
仕
事
が
な
か
っ
た
た
め
、
た
く
さ
ん
の
人

が
移
民
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
資
本
主

義
国
と
社
会
主
義
国
と
を
わ
け
る
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
で
き
た
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
で
き
、
ま
っ
た
く
、
国
境

を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
州
の
面
積
は
、
四
〇
〇
〇
平
方

キ
ロ
で
人
口
数
二
八
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。

こ
の
州
で
一
番
大
き
い
都
市
は
、
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
一
万
四
五

〇
〇
人
し
か
い
な
い
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
人
口
は
四
三
〇
〇
人
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
こ
こ
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
境
が
あ
り
、

東
西
対
立
線
の
関
係
で
、
雇
用
も
何
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
地
域
産
業

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
雇
用
が
な
か
っ
た
た
め
、
七
割
の
人

が
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の
大
都
市
の
方
へ
働
き
に
行
っ
て

い
た
。
雇
用
が
な
い
の
で
多
く
の
若
い
人
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
を
で
る
。
そ
れ

は
、い
ま
で
も
続
い
て
い
る
。
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
時
代
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

国
境
を
越
え
た
取
引
が
増
加
し
、
雇
用
が
少
し
回
復
し
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
農
林
家
で
の
山
、
農
地
な
ど
の
相
続
問
題
で
あ

る
。
親
か
ら
子
へ
、
子
供
が
三
人
だ
と
、
土
地
は
三
分
の
一
の
相
続
に
な

る
。
土
地
を
相
続
し
て
い
く
と
、
相
続
す
る
土
地
の
広
さ
が
、
ど
ん
ど
ん
、

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
一
番
大
き
な
問
題
は
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

高
速
道
路
も
鉄
道
も
全
く
な
い
。
一
九
八
八
年
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
一
番
貧
し
い
地
域
と
認
定
さ
れ
た
。
一
番
お
金
の
な
い
地
域
だ

か
ら
、�
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�と
何
人
か
の
人
が
思
っ
て
い
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
進
め
る
ギ
ッ
シ
ン
グ

前
ギ
ッ
シ
ン
グ
市
長
で
あ
る
ペ
ー
タ
ー
・
バ
ダ
ッ
シ
ュ
氏
が
、
政
治
的

な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
た
。
も
う
一
人
は
、
現
在
の
Ｅ
Ｅ
Ｅ
セ
ン

タ
ー
の
所
長
で
あ
る
コ
ッ
フ
氏
が
地
域
経
済
の
活
性
化
を
掲
げ
た
。
コ
ッ

フ
氏
は
、
セ
ン
タ
ー
の
創
設

者
で
も
あ
り
、
元
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
で
技
術

者
で
も
あ
る
。
政
治
家
と
技

術
者
で
何
か
や
ろ
う
と
決
断

し
た
。

�
な
ぜ
こ
の
地
域
が
貧
し

い
の
か
�、
地
域
経
済
の
状

況
を
分
析
し
た
。
石
油
、
電

力
、
自
動
車
燃
料
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
お
金
を

年
間
三
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
外

国
に
支
払
っ
て
い
た
。
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
を
外
国
に

払
わ
ず
に
、
地
域
で
循
環
さ

せ
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る
の
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で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
ど
ん
な
地
域
資
源
が
あ
る

か
を
分
析
し
た
。
市
面
積
の
四
五
％
が
山
で
、
年
間
約
三
〇
〇
日
が
晴
天

な
の
で
、
太
陽
光
も
使
え
る
と
考
え
た
。
こ
の
地
で
、
太
陽
光
、
林
業
、

農
業
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
行
い
、
熱
︵
熱
湯
︶、
電
力
、
燃
料
を
消

費
者
に
提
供
す
れ
ば
、
三
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
は
、
外
国
に
出
て
行
く
こ
と

が
な
く
、
地
域
循
環
す
る
。

一
九
九
〇
年
に
は
一
〇
〇
％
化
石
燃
料
か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
と
決
定

し
た
が
、
み
ん
な
は
笑
っ
た
。
主
に
政
治
家
た
ち
に
反
対
さ
れ
、
こ
の
州

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
会
社
も
反
対
し
て
い
た
。
水
道
関
係
な
ど
の
事
業
者

な
ど
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
実
践
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

反
対
し
て
い
た
。

最
初
は
大
変
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
国
際
的
に
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
最
初
、
反
対
し
て
い
た
人
た

ち
も
今
で
は
色
々
手
伝
っ
て
い
る
。
こ
の
Ｅ
Ｅ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
い
ろ
ん
な
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
っ
て
い
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
五
つ
の
取
り
組
み

こ
の
Ｅ
Ｅ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
は
、五
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

第
一
の
柱
は
、
三
九
ヶ
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
で
あ
る
。
最
初
に
、

木
質
チ
ッ
プ
を
燃
や
す
地
域
暖
房
施
設
を
建
設
し
た
。
次
に
本
質
チ
ッ
プ

を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
を
つ
く
っ
た
。
一
二
年
前

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
所
を
つ
く
っ
た
。
当
時
、
新
し
い
技
術
で

あ
り
、研
究
と
実
験
も
行
う
施
設
で
あ
る
。
木
材
を
燃
や
す
の
で
は
な
く
、

木
材
か
ら
ガ
ス
を
つ
く
る

︵
温
度
を
低
く
し
た
ガ
ス

化
︶
施
設
で
あ
る
。
研
究
開

発
も
重
要
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー

ン
工
科
大
学
、
グ
ラ
ー
ツ
工

科
大
学
、
ウ
ィ
ー
ン
土
壌
大

学
︵
ボ
ク
大
学
︶、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
の
研
究
所
と
も
協
力

し
て
い
る
。

現
在
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
市
に

は
、
二
六
人
の
有
名
な
研
究

者
が
働
く
研
究
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
。
ル
ノ
ー
、
ボ
ル
ボ
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ベ

ン
ツ
な
ど
が
興
味
を
示
し
て

い
る
。
航
空
会
社
の
ル
フ
ト

ハ
ン
ザ
も
資
金
提
供
し
て
い

る
。
こ
こ
で
新
し
い
燃
料
を

生
産
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。
最

近
は
、
様
々
な
実
験
を
し
て
お
り
、
主
な
目
的
は
液
体
化
し
た
ガ
ス
状
の

様
々
な
燃
料
を
生
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
中
心
的
な
研
究
者

は
、
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
の
ヘ
ア
マ
ン
・
ホ
フ
バ
ウ
ア
先
生
で
あ
り
、
彼
が

木
質
バ
イ
オ
ガ
ス
化
発
電
の
技
術
を
つ
く
っ
た
。

も
う
一
つ
の
柱
は
教
育
で
あ
る
。
若
い
人
材
を
教
育
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
将
来
、
同
じ
よ
う
に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
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る
。
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
の
段
階
か
ら
も
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
大
学

な
ど
の
教
育
レ
ベ
ル
も
あ
る
。
近
々
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
専
攻
で
き
る

大
学
の
一
部
が
こ
こ
へ
や
っ
て
く
る
予
定
で
あ
る
。

次
の
柱
は
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
色
ん
な
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
二
〇
年
で
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
で
、
こ
れ
か
ら
他
の
市
町
村
や
他
国
に
対
し
て
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ
め
は
こ
の
地
域
だ
け
の
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
今
で
は
世
界
へ
情
報
発
信
し
て
い
る
。
去
年
日
本
へ
行
き
、

今
年
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ッ
ク
島
、

日
本
、
韓
国
、
中
国
も

ギ
ッ
シ
ン
グ
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
。
日
本
は

最
近
、
バ
イ
オ
マ
ス
へ

の
興
味
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
。

最
後
の
柱
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
観
光
客

が
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
を

視
察
す
る
た
め
に
訪
れ

る
。
一
年
間
に
三
万
人

も
の
視
察
者
が
訪
れ

る
。
ま
た
、
私
た
ち
が

世
界
の
各
地
域
に
出
向

き
、
報
告
、
講
演
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
多
く
の
観
光
客
の
た
め
に
魅
力
的
な
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
以
前
は
、
年
間
で
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
数
合
計
は
、
一
八
〇
〇
〇
泊
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
三
〇
万
泊
に
な
っ
た
。
一
年
で
、
一
〇
万
ユ
ー

ロ
以
上
の
お
金
が
、
こ
の
地
域
に
落
ち
て
い
る
。

最
後
に

最
初
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
石
油
購
入
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
に
年
間
、

三
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
外
国
に
支
払
っ
て
い
た
。
今
は
、
こ
の
お
金
を
自

分
の
地
域
に
循
環
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
地
域
の
太
陽
光
と
か
林
業
と
か

農
業
を
活
か
し
て
お
金
が
地
域
に
循
環
す
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を

行
っ
て
い
る
。
い
ま
、
三
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
の
な
か
の
二
二
〇
〇
万
ユ
ー

ロ
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
残
っ
て
い
る
。
資
源
は
木
材
と
太
陽
光
と
農
業
で
あ

る
。
こ
こ
に
な
い
の
は
風
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
北
の
地
域
に
は
、
三
〇
〇

も
の
風
力
発
電
施
設
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
水
力
発
電
所
も
な
い
、

川
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
三
〇
〇
日
も
晴
天
な
の
で
、
太
陽

光
こ
そ
使
う
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
太
陽
光
は
費
用
が
か
か
ら
な
い

の
で
、
太
陽
パ
ネ
ル
な
ど
か
ら
電
気
・
熱
を
生
産
す
る
。
現
在
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
、
太
陽
光
の
た
め
の
た
く
さ
ん
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
太

陽
光
で
発
電
な
ら
び
に
、
太
陽
熱
利
用
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。も

う
一
つ
の
資
源
は
木
材
で
あ
る
。
こ
の
町
で
は
森
林
資
源
の
持
続
的

な
成
長
の
た
め
に
、
間
伐
す
べ
き
だ
っ
た
が
、
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
た

く
さ
ん
の
人
が
小
さ
な
山
を
持
っ
て
い
る
が
、
み
ん
な
他
の
大
都
市
に

行
っ
て
し
ま
い
、
ど
こ
の
山
が
誰
の
山
な
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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最
近
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
で
二
つ
の
大
き
な
事
業
が
創
出
さ
れ
た
。
製
材
所

が
毎
日
三
〇
ト
ン
の
お
が
く
ず
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
お
が
く
ず
を
使
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
。
最
初
は
、
ボ
イ
ラ
ー
で
、
お
が
く
ず
と
か
チ
ッ

プ
を
燃
や
し
て
熱
を
生
産
し
、
給
湯
と
か
暖
房
な
ど
の
地
域
熱
供
給
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。

そ
の
次
に
、
本
質
チ
ッ
プ
ガ
ス
化
発
電
所
が
で
き
た
。
そ
の
ガ
ス
化
発

電
所
は
毎
日
六
〇
ト
ン
の
チ
ッ
プ
を
使
っ
て
い
る
。
木
材
を
木
材
ガ
ス
に

変
え
、
今
度
は
ガ
ス
の
メ
タ
ン
濃
度
を
高
く
し
て
、
発
電
し
、
電
線
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
入
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ガ
ス
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
入
れ
る
こ

と
も
で
き
る
。
一
時
間
に
二
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
気
と
四
、
五
メ
ガ
ワ
ッ
ト

の
熱
を
生
産
す
る
。
そ
の
時
の
熱
と
電
気
の
効
率
は
八
五
％
で
あ
る
。
木

材
か
ら
水
素
も
生
産
し
て
い
る
。
燃
料
電
池
も
作
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
実

験
段
階
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
研
究
者
と
メ
タ
ン
濃
度
を
ア
ッ
プ
す
る
研
究

を
行
っ
て
き
た
。

木
材
ガ
ス
は
、
普
通
一
一
％
の
メ
タ
ン
濃
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
メ
タ
ン

の
濃
度
を
九
八
％
ま
で
上
げ
る
。
そ
う
す
る
と
普
通
の
天
然
ガ
ス
と
同
じ

く
ら
い
の
質
的
能
力
に
な
る
。
人
工
的
に
メ
タ
ン
濃
度
を
濃
く
し
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。農

業
も
一
つ
の
資
源
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
牧
草
な
ど
の
メ
タ
ン
発
酵
に

よ
っ
て
、バ
イ
オ
ガ
ス
を
生
産
し
て
い
る
。
草
な
ど
を
入
れ
て
発
酵
さ
せ
、

ガ
ス
を
生
産
す
る
。
こ
の
ガ
ス
で
熱
と
発
電
を
行
う
。
天
然
ガ
ス
で
車
の

燃
料
生
産
も
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
天
然
ガ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
設
置
し
た
。
天
然
ガ
ス
だ
と
普
通
の
ガ
ソ
リ
ン
の
半
額
な
の
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
流
行
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
、
三
九
も
の
施
設
で
こ
の
地
域

に
必
要
と
す
る
熱
量
以
上
の
熱
を
生
産
し
て
い
る
。
夏
の
間
は
、
熱
が

余
っ
て
い
る
の
で
、
熱
を
利
用
し
て
、
給
湯
式
冷
房
を
行
い
エ
ア
コ
ン
な

ど
に
も
活
用
し
て
い
る
。
余
っ
た
熱
で
木
材
を
乾
燥
し
、
電
気
も
生
産
し

て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
不
足
の
た
め
、こ
こ
で
は
、ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
の
ガ
ス
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は
ガ
ス
に
よ
る
地
域
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

最
後
の
目
的
と
し
て
、
五
年
後
は
、
す
べ
て
の
車
の
燃
料
を
こ
の
地
域

で
生
産
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
ら
が
生
産
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
経
済
的
に
も
ギ
ッ
シ
ン
グ
市
は
お
金
持
ち
に
な
っ
た
。
現
在

の
ギ
ッ
シ
ン
グ
市
は
一
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
が
車
な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン
と
し
て

払
っ
て
い
る
。
二
二
一
四
年
以
内
に
、
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
こ

の
地
域
で
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
四
三
〇
〇
人
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
町
に
五
〇
以
上
の
新
し
い
企
業
が

入
っ
て
き
た
。
一
一
〇
〇
人
の
雇
用
も
創
出
し
た
。
そ
の
た
め
使
用
す
る

木
材
の
量
も
増
え
て
き
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
郡
の
一
八
の
村
で
は
六
〇
％
の

熱
・
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
内
で
生
産
し
て
い
る
。
四
割
部
分
の
、
二

二
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
が
地
域
外
に
出
て
い
る
。
車
の
液
体
燃
料
な
ど
の
ガ
ソ

リ
ン
を
自
ら
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
三
七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
地
域
に

循
環
す
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
が
増
加
し
た
た
め
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
税
収

が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
収
入
で
、
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
が
構
築
で
き
て
い

る
。五

ｋ
ｇ
の
木
材
か
ら
一
ℓ
の
ガ
ソ
リ
ン
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
作
っ
て
い

る
。
三
ｋ
ｇ
の
木
材
か
ら
は
一
㎥
の
天
然
ガ
ス
が
生
産
で
き
る
。
今
の
新

し
い
技
術
革
新
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
を
森
林
面
積
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
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生
産
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
三
倍
く
ら
い
増
加
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
色
ん
な
用
途
で
使
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
主
に
ガ
ス
化
発
電
技
術
に
よ
っ
て
。
木
材
か
ら
ガ
ス
を
生
産
し
、
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど
で
、
発
電
、
熱
供
給
な
ど
を
行
い
、

さ
ら
に
、
自
動
車
の
燃
料
も
生
産
す
る
。

木
材
な
ど
の
身
近
な
資
源
か
ら
、
持
続
性
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
二
〇
年
前
か
ら
こ
の
道
を
進
ん

で
き
た
。

Ｅ
Ｕ
か
ら
た
く
さ
ん
の
補
助
金
が
入
っ
て
き
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
一
つ

の
大
規
模
な
設
備
を
作
る

の
で
は
な
く
、
各
村
々
に

た
く
さ
ん
の
小
さ
な
施
設

を
作
っ
た
方
が
よ
い
と

思
っ
て
い
る
。
村
の
住
民

参
加
で
、
協
同
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
小
規
模
・
分
散
化

で
あ
る
。
化
石
燃
料
は
も

う
す
ぐ
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
原
発
も
正
し
い
道
で

は
な
い
。
も
っ
と
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

水
素
を
核
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
社
会
へ
の
展
望

は
じ
め
に

九
月
一
七
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
︵
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
︶

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
は
、
我
々
が
、
水
素
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
媒
体
と
す
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
展
望
で
き
る
こ
と

を
示
し
て
く
れ
る
会
社
で
あ
っ
た
。
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
フ
ロ
ニ
ウ

ス
が
現
在
実
現
し
て
い
る
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
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足
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
の
場
合
、
太
陽
光
が
十
分
な
季

節
、
太
陽
光
発
電
の
力
で
、
家
で
使
う
電
気
を
賄
い
、
余
剰
電
力
を
使
っ

て
、
水
素
を
発
生
さ
せ
て
、
そ
れ
を
貯
蔵
す
る
。
貯
蔵
し
た
水
素
は
、
冬

場
な
ど
で
太
陽
光
の
発
電
能
力
が
不
足
す
る
と
き
に
、
燃
料
電
池
で
利
用

し
て
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
、
見
て
み
よ
う
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
の
概
要

フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
は
家
族
経
営
で
行
わ
れ
て
い
る
。
設
立
者
は
ギ
ュ
ン

タ
・
フ
ロ
ニ
ウ
ス
氏
で
、
現
在
一
〇
六
歳
で
健
在
で
あ
る
。
彼
は
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
ガ
レ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
い
た
。
そ
の
試
験
中
に
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
す
が
、
そ
の
時
に
溶
接

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
そ
の
後
溶
接
部
門
を
立
ち

上
げ
、
現
在
で
は
溶
接
の
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
業
界
を
牽
引
し
て

い
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
は
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、溶
接
、ソ
ー

ラ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
三
つ
の
部
門
が
あ
る
。
中
で
も
溶
接
の
部
門

は
五
〇
年
に
亘
っ
て
フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
看
板
と
し
て
や
っ
て
き
た
。
一
時
期

は
ソ
ー
ラ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

看
板
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
が
家
族

経
営
で
あ
る
こ
と
か
ら
株
式
市
場
に
参
入
で
き
な
い
、
と
い
う
点
が
あ
る

か
ら
だ
。
そ
の
た
め
事
業
の
拡
大
が
で
き
ず
、
看
板
か
ら
は
降
り
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。

本
社
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
構
え
て
い
る
。
現
在
子
会
社
は
世
界
に
一
九

社
あ
り
、
近
い
う
ち
に
イ
ン
ド
に
も
支
社
が
で
き
る
そ
う
だ
。
日
本
は
今

ま
で
参
入
の
余
地
が
な
い
と
見
て
い
た
が
、
現
在
に
な
っ
て
見
直
さ
れ
、

現
在
進
出
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

従
業
員
数
は
一
九
社
を
含
め
三
三
〇
〇
人
。
売
上
は
四
億
ユ
ー
ロ
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
人
口
が
約
八
〇
〇
万
人
で
あ
り
、
北
海
道
程
度
の

大
き
さ
で
あ
る
た
め
に
国
内
市
場
が
非
常
に
小
さ
い
。
そ
の
為
売
上
の
九

〇
％
が
輸
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
開
発
部
は
五
〇
〇
人
お
り
、
約

九
〇
〇
も
の
特
許
を
取
得
し
て
い
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
太
陽
駆
動
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

太
陽
駆
動
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
的
に
一
つ
の
ソ
ー
ラ
ー
電
池

と
イ
ン
バ
ー
タ
ー
か
ら
な
っ
て
お
り
、
グ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ
ド
︵
系

統
連
系
︶
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

そ
う
で
な
い
も
の
と
は
、
電
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
く
、
一
戸
建
て
の

家
だ
け
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
英
語
で
は
ア
イ
ラ
ン
ド
︵
島
︶
と

言
い
、
グ
リ
ッ
ド
と
独
立
し
て
お
り
、
い
ち
ば
ん
簡
単
な
も
の
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
基
本
的
に
は
水
素
が
必
要
で
あ
る
。
水
素
は
水
を
電

解
し
て
つ
く
る
。
酸
素
は
空
気
を
利
用
す
る
。
フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
高
圧
力
の
電
解
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
使

わ
ず
に
電
解
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
結
果
二
〇
〇
気
圧

︵
＝
二
〇
〇
バ
ー
ル
程
の
気
圧
︶
で
、
水
素
を
貯
蔵
庫
の
方
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。

水
素
は
、
元
素
の
中
で
い
ち
ば
ん
軽
く
て
い
ち
ば
ん
小
さ
い
も
の
で
あ

る
。
貯
蔵
の
容
器
自
体
は
鉄
の
塊
で
あ
る
が
、
原
始
レ
ベ
ル
で
は
鉄
は
荒

い
構
造
な
の
で
、
小
さ
く
て
軽
い
水
素
は
簡
単
に
通
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
水
素
が
通
ら
な
い
よ
う
に
も
っ
と
格
子
の
構
造
を
細
か
く
す
る
必
要
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が
あ
る
。
鉄
鋼
の
中
に
�
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
�
と
い
う
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

の
種
類
︵
吸
蔵
合
金
︶
が
あ
り
、
そ
の
構
造
は
よ
り
細
か
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
構
造
が
細
か
く
な
る
お
か
げ
で
、
夏
に
作
っ
て
い
る
水
素
で

も
冬
ま
で
保
存
が
可
能
に
な
る
。

オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
ボ
ト
ル
の
中
に
冬
ま
で
保
存

さ
れ
た
水
素
は
、
冬
に
ま
た
酸
素
を
加
え
、
燃
料
電
池
で
発
電
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
出
た
排
熱
は
暖
房
給
湯
の
た
め
に
使
う
。
排
出
さ
れ
た
水
は

も
う
一
回
循
環
さ
せ
て
、
再
び
水
素
を
作
る
。

太
陽
駆
動
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
と
価
格

ソ
ー
ラ
ー
電
池
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ピ
ー
ク
時
六
～
七
ｋ
Ｗ
ｈ
の
発
電

能
力
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
普
通
の
一
戸
建
て
の
家
だ
と
、
一
年
間

に
使
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
四
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
発
電
効
率

に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ソ
ー
ラ
ー
電
池
は
最
初
一
〇
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
用
い
て
電
解
を
行
う
と
、
こ
の
段
階
の
発
電

効
率
は
六
五
％
に
な
る
。
そ
の
た
め
損
失
は
な
い
の
で
、
水
素
を
こ
の
ま

ま
ボ
ト
ル
の
中
に

貯
蔵
で
き
る
。

燃
料
電
池
の

発
電
効
率
は
電

解
時
の
五
〇
％

︵
＝
三
二
・
五
％
︶

と
な
る
が
、
最
後

の
イ
ン
バ
ー
タ
ー

の
効
率
は
九
八
％

に
な
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ル

︵
燃
料
電
池
︶は
、

図
の
左
右
二
つ
の

シ
ス
テ
ム
を
合
わ

せ
て
い
う
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
二
つ

を
合
わ
せ
る
と
、
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電
気
だ
け
だ
と
三
二
・
五
％
の
効
率
に
な
る
。
こ
れ
を
�
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
�
の
効
率
と
比
べ
る
と
良
い
と
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で

も
三
二
％
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
熱
の
効
率
も
併
せ
て
見
る
必
要
が
あ

る
。
電
気
プ
ラ
ス
熱
の
効
率
を
考
え
る
と
九
〇
％
に
な
る
。
だ
か
ら
ト
ー

タ
ル
で
は
八
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
な
る
。
つ
ま
り
電
気
だ
け
の
効

率
で
は
な
く
、
電
気
と
熱
両
方
の
効
率
を
考
え
る
べ
き
な
の
だ
。
電
気
と

熱
の
両
方
を
考
え
、
最
初
に
一
〇
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
入
れ
る
。
そ
の

結
果
八
〇
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
出
て
く
る
。
二
〇
％
の
損
失
は
あ
る
が
、

当
初
の
六
八
％
の
損
失
と
比
べ
る
と
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら

将
来
を
考
え
て
、
電
気
と
熱
の
両
方
を
使
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

効
率
が
よ
く
て
も
価
格
は
良
い
と
は
言
え
な
い
。
太
陽
電
池
の
モ

ジ
ュ
ー
ル
は
一
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
な
の
で
、
六
～
七

ｋ
Ｗ
ｈ
だ
と
一
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
な
る
。
一
つ
目
の
電
気
分
解
の
シ
ス

テ
ム
は
九
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
。
水
素
の
タ
ン
ク
は
二
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
。

燃
料
電
池
は
三
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
。
イ
ン
バ
ー
タ
ー
は
二
〇
〇
〇
ユ
ー

ロ
。
そ
れ
を
全
部
足
し
た
金
額
に
プ
ラ
ス
し
て
、
工
事
費
や
水
素
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
る
と
、ト
ー
タ
ル
で
二
五
万
ユ
ー
ロ
く
ら
い
か
か
る
。

そ
の
た
め
今
の
と
こ
ろ
は
誰
も
払
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
当
初
の
高
額
な
値
段
か
ら
少
額
に
な
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
も
一
度
量
産
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
安
い
値
段
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
と
ご
み
に
な
る
の
は
水
だ
け
な
の
で
、
も
う
一

度
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
技
術
は
優
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

つ
ま
り
電
気
を
で
き
る
だ
け
自
分
の
家
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
主
な
目
的
は
外
部
の
電
力
を
供
給
し
て
く
れ
る
会
社
か
ら
独
立
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
六
〇
％
は
電
力
供
給
会
社
か
ら

独
立
し
て
い
る
が
、
残
り
の
四
〇
％
は
電
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
停
電
に
な
っ
て
も
六
〇
％
分
は
自
分
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
四
〇
％
は
作
れ
な
い
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
が
研
究
し
て
い
る
新
し
い
技
術
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
︵
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
イ
ン
バ
ー
タ
ー
︶
は
、
停
電
に
な
っ
て
も
電
気
が
い
く
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
結
構
な
電
気
を
自
分
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
本
当
に
一
〇
〇
％
供
給
会
社
と
独
立
し
た
け
れ
ば
全
部
自

分
で
作
る
必
要
が
あ
る
。
高
額
な
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
考
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
あ
と
一
〇
年
く
ら
い
す
れ
ば
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
二
五
万
ユ
ー
ロ
で
は
な
く
五
万
ユ
ー
ロ
で
提
供
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
耐
用
年
数
は
、現
在
で
は
一
〇
年
で
あ
る
が
、

一
〇
年
後
に
は
二
〇
年
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
製
品
の
特
徴

五
ｋ
Ｗ
ｈ
の
太
陽
電
池
の
た
め
の
燃
料
電
池
の
ス
タ
ッ
ク
で
、
大
き
さ

は
普
通
の
箱
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
バ
ス
の
上
の
方
に
は
燃
料
電
池
が

載
せ
て
あ
り
、
ス
タ
ッ
ク
全
体
で
一
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
に
な
る
。
一
戸
建
て
の

家
だ
と
五
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
で
十
分
で
あ
る
。
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
だ
け
は
二

〇
一
〇
年
か
ら
市
場
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
簡
単
で
、
キ
ー

を
ま
わ
し
て
車
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
中
の

も
の
は
す
べ
て
二
重
に
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
て
も
も
う
一
つ
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
安
全
性
・
安

定
性
に
問
題
は
な
い
。
ま
た
効
率
も
高
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
比
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べ
て
全
然
う
る
さ
く
な
い
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
で
は
二
ｋ
Ｗ
ｈ
と
四
ｋ
Ｗ
ｈ
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
発
電
効
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

三
度
か
ら
四
〇
度
の
外
気
温
度
だ
っ
た
ら
問
題
な
い
が
、
マ
イ
ナ
ス
五
度

に
な
る
と
稼
動
で
き
な
く
な
る
。
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
水
で
あ
る
た
め
、

も
し
マ
イ
ナ
ス
五
度
に
な
る
と
水
が
凍
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

が
一
番
の
難
問
で
、
自
動
車
産
業
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
は
簡
単
で
、
必
要
な
も
の
の
一
つ
目
は
純
度
の

高
い
水
素
で
あ
る
。
水
素
を
作
る
方
法
と
し
て
、
電
解
を
用
い
る
方
法
と

ガ
ソ
リ
ン
を
作
る
過
程
で
水
素
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。
水

素
の
質
は
五
・
〇
と
表
現
す
る
。
五
・
〇
と
は
水
素
の
品
質
を
言
っ
て
お

り
、
九
が
五
つ
並
ぶ
九
九
・
九
九
九
％
の
純
度
の
こ
と
で
あ
る
。
五
・
〇

が
非
常
に
高
い
品
質
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
三
・
〇
だ
と
、
九
九
・

九
％
の
こ
と
に
な
る
。
四
・
六
だ
と
九
九
・
九
九
六
％
に
な
る
が
、
こ
れ

は
イ
オ
ウ
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
も
し
イ
オ
ウ
が
含
ま

れ
て
い
た
場
合
は
装
置
が
一
〇
時
間
し
か
持
た
な
く
な
る
の
で
使
え
な

い
。必

要
な
も
の
の
二
つ
目
は
冷
却
の
た
め
と
化
学
反
応
の
た
め
の
空
気
で

あ
る
。
水
素
と
空
気
を
入
れ
て
空
気
か
ら
酸
素
を
と
る
た
め
酸
素
の
少
な

い
空
気
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
酸
素
の
少
な
い
空

気
が
出
て
く
る
た
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
、
換
気
シ
ス
テ

ム
の
な
い
部
屋
で
や
る
と
そ
の
部
屋
の
中
の
酸
素
の
レ
ベ
ル
が
減
っ
て
い

く
。
空
気
の
中
の
酸
素
の
量
は
普
通
二
一
％
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
と
空
気
中
の
酸
素
の
量
が
一
八
％
や
一
六
％
に
な
る
。
酸
素
が
一
五

％
以
下
に
な
る
と
脳
が
お
か
し
く
な
る
。
一
三
％
に
な
る
と
人
間
は
死
ん

で
し
ま
う
。
非
常
に
大
事
な
の
は
、
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と
き
は

絶
対
、
酸
素
の
少
な
い
空
気
を
外
に
出
す
こ
と
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
し
た

換
気
シ
ス
テ
ム
を
使
わ
な
い
と
人
間
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
。

応
用
製
品
の
二
類
型
︵
据
置
き
型
と
可
動
型
︶

基
本
的
に
は
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
使
え
る
場
所
は
、
移
動
式
の
車
や

ボ
ー
ト
な
ど
可
動
型
の
も
の
と
据
置
き
型
の
も
の
と
が
あ
る
。
据
置
き
型

の
も
の
は
、
無
停
電
電
源
装
置
︵
デ
ー
タ
処
理
セ
ン
タ
ー
等
︶、
独
立
型
電

力
︵
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
＝
国
立
公
園
・
一
軒
家
・
農
村
電
化
・
テ
レ
コ
ム
・

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
︶
な
ど
が
あ
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
が
現
在
一
番
面
白
い
と
考
え
て
い
る
市
場
は
、
前
者
の

可
動
型
の
も
の
で
あ
る
。
フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
工
場
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
よ
う
な
車
輌
を
使
う
ハ
イ
ロ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

︵
H
y
d
ro
g
e
n
P
o
w
e
re
d
L
o
g
istic
S
y
ste
m
P
r
o
je
c
t︶
で
は
、
乗
り

物
は
す
べ
て
燃
料
電
池
を
使
用
し
て
い
る
。

フ
ロ
ニ
ウ
ス
で
は
燃
料
電
池
の
商
品
自
体
を
開
発
・
実
用
化
し
始
め
た

の
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
八

年
か
ら
、
ロ
ッ
ト
︵
一
定
量
︶
で
の
製
品
提
供
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
開
始

し
て
い
る
。

ま
ず
、
据
え
置
き
型
の
も
の
か
ら
見
て
い
こ
う
。

次
頁
上
の
写
真
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
山
の
上
で
使
わ
れ
て
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
土
砂
崩
れ
が
滅
多
に
発
生
し
な
い
。
山
の
下
に
村

が
あ
り
、
上
図
の
白
い
建
物
で
土
砂
崩
れ
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
を
常
に
測

定
し
て
い
る
。
こ
れ
も
燃
料
電
池
で
動
い
て
い
る
。
も
し
土
砂
崩
れ
に
な
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り
そ
う
だ
っ
た
ら
山
の
下
の
村
人
に
ア
ラ
ー
ム
を
送
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
。

左
下
の
写
真
は
フ
ロ
ニ
ウ
ス
が
初
期
に
設
置
し
た
あ
る
専
門
学
校
の
一

例
で
、
太
陽
電
池
の
ピ
ー
ク
時
発
電
一
・
三
ｋ
Ｗ
あ
っ
て
、
一
時
間
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
一
〇
〇
Ｗ
で
一
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
と
八
七
六
ｋ
Ｗ

ｈ
と
な
る
。

次
頁
の
グ
ラ
フ
は
一
年
間
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
示
し

て
い
る
が
、
学
校
全
体
で
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
く
、
一
つ
の
測
定
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場
所
で
測
っ
た
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
で
あ
る
。

濃
色
部
分
は

ソ
ー
ラ
ー
電
池
で

対
応
で
き
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
量
で
、

冬
︵
一
～
三
月
・

一
〇
～
一
二
月
︶

の
薄
色
部
分
は

ソ
ー
ラ
ー
電
池
で

対
応
で
き
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
量
で

あ
る
。
逆
に
夏
場

︵
四
月
～
九
月
︶

は
必
要
以
上
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い

る
。
一
戸
建
て
の
家
も
同
様
で
、
冬
の
間
は
太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
は
足
り
ず
逆
に
夏
は
多
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
冬
の
間
は
貯
蔵
し
て
い
た

水
素
を
使
っ
て
、
燃
料
電
池
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す
。

次
に
可
動
型
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ま
ず
、
ハ
イ
ロ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
H
y
d
ro
g
e
n
P
o
w
e
r
e
d

L
o
g
istic
S
y
ste
m
P
r
o
je
c
t︶
は
、
左
図
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

お
り
、
真
ん
中
の
車
両
は
実
際
に
こ
の
工
場
内
で
、
す
べ
て
燃
料
電
池
で

動
い
て
い
る
。

本
社
の
建
物
の
屋
根
の
上
に
は
太
陽
電
池
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
た
電
気
は
電
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
入
れ
た
り
、
電

解
の
シ
ス
テ
ム
で
水
素
を
作
り
、
燃
料
電
池
に
使
っ
た
り
、
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
基
本
的

に
は
上
図
の
③
の

と
こ
ろ
で
水
素
を

つ
く
る
。
そ
し
て

五
番
の
水
素
タ
ン

ク
に
水
素
を
い
れ

る
。
こ
の
水
素
で

乗
り
物
が
動
く
。

水
素
の
シ
ス
テ

ム
と
バ
ッ
テ
リ
ー

チ
ャ
ー
ジ
ン
グ

︵
充
電
︶
シ
ス
テ

ム
の
主
な
違
い

は
、チ
ャ
ー
ジ︵
充

電
︶
の
早
さ
で
あ

る
。
バ
ッ
テ
リ
ー

チ
ャ
ー
ジ
ン
グ

︵
充
電
︶
シ
ス
テ

ム
の
場
合
、
バ
ッ
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テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
︵
充
電
︶
の
た
め
に
五
〇
〇
分
以
上
か
か
る
。
水
素
は

水
素
タ
ン
ク
の
中
に
入
れ
る
の
に
五
分
以
下
で
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
両

者
で
時
間
的
に
非
常
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
で
同
様
の
シ
ス

テ
ム
を
動
か
す
場
合
、
三
〇
〇
～
四
〇
〇
ｋ
ｇ
の
重
量
が
か
か
る
と
こ

ろ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
二
五
ｋ
ｇ
で
す
み
、
一
一
ｋ
Ｗ
ｈ
の
発
電
能
力

が
あ
る
。

二
つ
目
は
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ー
ロ
グ
・
バ
イ
オ
フ
リ
ー
ト

︵
E
-L
O
G
-B
io
fle
e
t︶
と
い
う
。
こ
こ
で
も
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
よ
う
な
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車
輌
を
稼
動
さ
せ
る
た
め
に
、
フ
ロ
ニ
ウ
ス
か
ら
燃
料
電
池
の
シ
ス
テ
ム

を
リ
ン
デ
社
︵
L
in
d
e
A
u
stria︶
に
送
り
、
リ
ン
デ
社
か
ら
完
成
さ
れ
た

車
輌
が
く
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
に
入
っ
て
い
る

メ
タ
ン
か
ら
水
素
を
取
り
出
し
、
そ
の
水
素
を
燃
料
電
池
に
使
う
。
こ
れ

ら
は
現
在
、
シ
ェ
ン
カ
ー
社
︵
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
︶
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
一
〇
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
こ
の
実
証
実
験
結

果
を
踏
ま
え
、
近
い
将
来
の
量
産
化
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
二
・

五
ｋ
Ｗ
の
出
力
で
二
四
Ｖ
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
つ
い
て

い
る
車
輌
は
す
べ
て
、
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
に
簡
単
に
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
屋
内
で
ガ
ソ
リ
ン
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
以
前
は
許
可
が

出
な
か
っ
た
が
今
は
可
能
で
あ
る
。
将
来
建
物
内
で
水
素
を
供
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

家
庭
用
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
暖
房
し
た
い
部
屋
の
面
積
を
一
七
〇
㎡
と
想
定
す
る

と
、
電
気
は
一
年
間
三
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
必
要
と
な
り
、
暖
房
の
た
め
に
は
、

二
五
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
、
給
湯
は
一
年
で
一
五
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
、
ト
ー
タ
ル
一
年

で
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
七
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
こ
の
想
定
で
は
、

フ
ロ
ニ
ウ
ス
の
シ
ス
テ
ム
で
一
〇
〇
％
独
立
で
き
る
。
た
だ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
想
定
し
て
い
る
給
湯
量
だ
と
日
本
の
感
覚
で
は
シ
ャ
ワ
ー
ば
か
り

に
な
る
た
め
、
お
風
呂
に
は
な
か
な
か
入
れ
ず
、
日
本
に
は
合
わ
な
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
家
で
作
る
場
合
、
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
は
外
側
に
い
つ

も
つ
け
る
。
水
素
タ
ン
ク
の
上
下
に
人
間
が
い
て
は
い
け
な
い
と
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
ど
の
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
か
と
い

う
と
、
ま
ず
外
側
に
八
㎡
の
水
素
タ
ン
ク
が
置
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

あ
る
。
家
の
中
の
一
部
屋
︵
一
一
㎡
︶
に
は
燃
料
電
池
と
そ
れ
に
必
要
な

も
の
が
入
っ
て
い
る
。
現
在
、
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
が
提
供
す
る
燃
料
電
池
は

二
・
六
ｋ
Ｗ
ｈ
で
、
電
解
質
の
シ
ス
テ
ム
は
八
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
電
解
質

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
一
五
〇
気
圧
の
高
気
圧
で
水
素
が
水
素
タ
ン
ク
の
中
に

入
っ
て
い
く
。
現
在
、
一
戸
建
て
を
建
築
中
で
あ
り
、
二
〇
一
四
年
一
月
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に
実
際
に
使
え
る
家
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
で
は
、
太
陽
光
か
ら
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
し
、
そ
の
水
素
を
貯
蔵
し
つ
つ
、
必
要
な
と
き
に

取
り
出
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
実
用
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
す
で
に

工
場
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
も
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
。
フ
ロ
ニ
ウ
ス
社
で
の
経
験
か

ら
我
々
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
給
自
足

で
き
る
社
会
の
到
来
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
見
据
え
、
車
、
家
、

工
場
、
商
店
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
理
解
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
含
む
我
々

の
社
会
の
シ
ス
テ
ム
全
体
を
根
底
か
ら
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
担
当

奥
村
徳
人
・
根
本
侑
京
・
安
田
智
勝
・
川
島
友
里
花

フ
ロ
ニ
ウ
ス
担
当

山
田
晃
太
郎
・
山
岡
洋
子
・
岡
田
萌
・
小
木
曽
大
地

中
野
裕
太
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